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P108a NH3輝線から導出した温度分布から探る天の川銀河における分子雲進化過程
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銀河において、分子雲は星の誕生現場であり、銀河進化の理解には分子雲の進化過程の解明が本質的である。分
子雲の進化の系列は、星形成活動を指標としたタイプ分類から推定でき、これまでに複数の系外銀河の巨大分子
雲を対象に検証されてきた (LMC: Fukui et al. 1999、M33: Konishi et al. 2024、M74: Demachi et al. 2024)。
一方、より詳細な分子雲の進化過程を理解するには、分子雲の内部を分解可能な空間分解能での検証が不可欠で
ある。この分解能の達成には天の川銀河が最適である。しかし、可視光や赤外線波長帯を用いた従来手法による
星形成活動の見積もりには、星間減光や視線方向上の分子雲の重なりといった問題が生じる。そこで我々は、分
子雲の温度判定に優れた高密度ガストレーサー、NH3分子輝線を用いた星形成活動の推定を試みた。銀河系内の
分子雲 12天体に対し温度と中間赤外線 (MIR)の分布を比較した結果、MIRが付随せず低温の高密度ガスが見ら
れる星形成前段階と、加熱されたガスとMIRが付随する星形成段階に分類された。低温/加熱領域それぞれの温
度は∼10 Kと∼30 ‒ 40 Kであり、分子雲の平均温度とMIR光度には正の相関が確認された（柴田他 春季年会
2025年）。また、星形成段階の分子雲を対象に温度の動径分布を解析したところ、ピーク温度が高く加熱範囲が
狭い（<5pc）a型と、ピーク温度が低く加熱範囲が広い（>5pc）b型に分類された。YSOカタログ（Marton et
al. 2016）とMSX点源カタログ（Egan et al. 2003）を用いて星の光度とガス温度の動径分布を比較すると、両者
の形状は類似する。この結果から、b型動径分布は複数の星形成領域からの加熱により生じることが示唆される。


